
Ciudad del Este 

２つの橋で繋がる
ブラジルとエステ

エステ市
LA MIGRACIÓN

「南米の香港」

エステ市の中心部とブラジルのフォス・ド・イグア

ス市を結ぶ「友情の橋」（Puente de la Amistad）

は1961年に建設され、以降エステ市の急速な経済

成長と人口増加を支えています。両国間の往来は一

日に6万人ともいわれ、2019年には、エステ地域と

フォス市を結ぶ二つ目の橋として「統合の橋」

（Puente de la Integración）の建設がはじまりま

した。パラグアイはブラジルと比して物価が安いこ

とから、エステ市には多くのブラジルの人々が買い

物に訪れます。市内には多くの企業が軒を連ね、中

でも日系の方が創業したパラグアイ最大級の家電量

販店「Nissei」は高い評価を受けています。エステ

市の人々は、国内で手に入りづらい食品等をブラジ

ルやその先のアルゼンチンに買いに行くなど、国境

が近いことを活かした生活を確立しています。

エステ市ってどんな
場所？

エステ市はパラグアイ第二の都市で、ブラジル・アル

ゼンチンと国境を接しています。アスンシオンからは

車で５時間の場所にあります。ブラジルからの買い物

客でエステ市内は大変な賑わいを見せており、パラグ

アイ随一の「商業の町」として存在感を示していま

す。このことからエステ市は「南米の香港」とも呼ば

れ、商売人の熱気が街に漂います。その商業の重要な

担い手にもなっているのは、ブラジル、アラブ、中

国、韓国、日本などにルーツを持つ人々です。エステ

市に住む日系の方々は、商業を生業にしながら、日本

文化の継承・普及に向けた活動を行っています。

日本人会家族 その他

人口

アルト・パラナ県
エステ都市圏
人口
約58万人

日本人会の
家族50世帯 その他

99％

日本人会の家族
1%未満

ブラジル行きのバス 日系のNisseiは大人気店

エステで商売をするには、ポルトガル語が必須。

街中にはスペイン語とポルトガル語が飛び交う。

※2025年11月時点

2025年11月更新



エステ日本人会

エステ日本語学校

エステ市から3億人のメルコスール市場へアクセス

[所在地] Calle Juan Martincich, Km 5.5, Monday, Barrio San Jose, Ciudad del Este, Paraguay　

[電話番号] ：(+595 61)570 037 

[E-mail] estenikkai@gmail.com

社団法人　エステ日本人会

エステ市の日本人会では、会員相互の親睦を深める活動、また、日本語や

日本文化を継承・普及するための活動を行っています。年間を通して、新

年会や成人式、慰安祭、日本食祭り等の行事があります。日本人会には日

本語学校が併設されており、日本語学校の生徒はこれらの行事でボランテ

ィアをして、日本の「お手伝い」の姿勢を学んでいます。日本食祭りには

数多くの地元住民が訪れます。2025年には約2,000人が来場し、おにぎり

は大人気でした。エステ日本人会の系統団体には、東寿会（老人クラブ）、

婦人部、体育部、あずま会（ボランティアグループ）があります。敷地に

は大きなホールやグランド、テニスコートやプール等があり、会員の交流

だけでなく、子どもたちの休日の遊び場でもあります。

日本人会が運営する日本語学校は、1969年に開校しました。現在の

日本語学校は、当時ミンガ・グアス市とエステ市にそれぞれあった学

校が統合しました。現在60名の生徒が学んでおり、そのうち日系子弟

が16名で非日系の生徒が多くなっています。非日系の生徒は、アニメ

を中心とした日本文化への興味や、日本の礼儀正しさを学ばせたい両

親の意向などによって入学し、意欲的に学習しています。現在は幼稚

園から中学校までが開校され、3名の先生が在籍しています。授業は

週に4回あり、生徒はそこで外国語としての日本語を学びます。数多

くの学校行事が行われており、子どもの日・先生の日のお祝い、運動

会、料理教室、書道教室など多種多様です。

エステの日系社会についてさらに詳しく知りたい方は要チェック！！

https://x.gd/aW2Yd

パラグアイやブラジル、アルゼンチンなどのメルコスール加盟国の市場規模は3億人にも上り、その2か国と国

境を接するエステ市はメルコスールへの玄関口として国際貿易と物流のハブとなっています。さらに、エステ

市内では外国人の消費税が免税で、加えて「ソナ・フランカ・インテルナシオナル」と「ソナ・フランカ・グ

ローバル」では法人税や地方税が免除されており、戦略的なビジネス環境が整っています。パラグアイでは電

気料金が廉価であり、それはエステ市内にある世界第2位の発電量を誇る「イタプアダム」によるものです。

1984年完工の同ダムは、パラグアイ国内の必要供給量を大きく上回る電力を発電可能で、ブラジルに電力を輸

出しています。このイタプアダムは電力供給のみならず、エステ市の発展の礎にもなっています。イタプアダ

ムの建設に伴い、エステ市の経済基盤が整備され、同時期に都市計画が立てられました。立地、税制、電力イ

ンフラ等に恵まれたエステ市は、ビジネスの面からも注目の都市であることは間違いありません。


